
２                                  坂 下 南 小 学 校  

    学 校 だ よ り 

ＮＯ．１９ 

                         Ｒ６． ５．３１ 

ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

第１回 教育長訪問 ～教育委員会の方々が本校を参観されました～ 

 ２９日に鈴木教育長様はじめ、７名の教育委員会の方々が来校され、授業を中心に子ども達の様子をご

覧になりました。参観後の話合いでは、子ども達が学ぶ姿など、沢山のお褒めの言葉をいただきました。 

☆ 教師からの一方的な授業でなく、子ども達を生かす教師の働きかけが見られ、伸び伸び 

学習に取り組んでいた。 

☆ 子ども達が楽しく元気に、主体的に学んでいた。教師が一人一人に目配りし、声をかけて 

いるのがよい。 

 その一方で、次のことが今後の課題として挙げられました。 

◆ 教師が話を聞いてほしい時に、しっかり話を聞く態度のメリハリがあるとよい。 

 南っ子の良さをさらに伸ばし、話をしっかり聞く態度の育成に力を入れていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会のハピネスなご感想ありがとうございます！ 

  小学校に入学して２回目の運動会。練習が始まってから当日まで、常に一生懸命な娘がいました。 

「今日リレーの選手が決まったの！」「私、何組になったと思う？」「予行練習、暑かった～！ ２時間

通しで体育だったよ～！！」「ママ！ この歌知ってる?（ババンババンバンバン♪と口ずさみながら） 

チャンス走はこうやって校長先生の前で踊るの！」「ママ！絶対白組を応援してね！！」 

 毎日毎日、運動会にまつわる話をしてくれ、家でも隙あらば運動会の歌を歌い、ダンスの練習をし、 

家の前を走っていました。楽しみにしていた当日。小さい体で一生懸命走り、踊り、歌い、応援する娘 

の姿に胸がいっぱいになりました。成果が実って良かったね！  

娘にとって家族にとっても幸せな運動会になりました。 

 

 
    裏面もご覧ください       



幸せ気分でするしつけ  〈その６〉 
 ～子どもをよりよい方へ動かす魔法のメッセージ～ 

  

いよいよ最後のエピソードを紹介します。  

《意地悪なお兄ちゃんの変身》 
  そのお母さんは、意地悪な長男に悩んでいました。４歳の長男は、妹が生まれ、お母 

さんが妹の世話に忙しくしているのが気に入りません。 

 最近お母さんは、彼がもうすぐ１歳になる妹をつついたり、引っ張ったりと、ちょっ 

とした暴力をふるうのが気になっていました。「やめなさい」ときつく言っても、やさし 

く「やめてね」と言っても聞きません。頭にきて、一度きつく叱ってしまったと言います。 

 いつもお風呂は３人で入るそうです。先にお兄ちゃんが上がってパジャマを着ます。 

次にお母さんが妹を出します。それからお母さんが上がるまでの１～２分がお兄ちゃん 

の活躍の場。妹の体を拭くのがお兄ちゃんの仕事です。 

 その日、お兄ちゃんがお風呂から上がるとき、お母さんは言いました。「つかまり立ち 

が始まったから危ないけど、あなたが見ていてくれるから、お母さん助かるわ」 

 そして、妹を上げ、ちょっとあとにお母さんが上がりました。お兄ちゃんは妹の体を 

拭きながら、つかまり立ちしている妹を支えています。お母さんは、 

身支度を整えるとすぐにお兄ちゃんを膝に抱き、目を見て、 

「いつも妹の面倒を見てくれてありがとうね。お母さんは 

あなたにとても助けられているの。うれしいわ」と伝えました。 

 長男はとても心が安定して、妹にも親切にしているそうです。 

 

 さて、これまでのエピソードの中で、何が起こったかお分かりになりましたか？ 

親は何をしたのか。それは、親が望む状況をはっきりと決めて、その状況が起こった時に、

プラスのメッセージで子どもの言動を認め、強化したのです。 

この方法だと、 

それほど労力がいらない  結果が出やすい  うまくいかなくても嫌悪感がまったく残らない  

 つまり、親も子も互いに“幸せ気分”でしつけができるというわけです。 

 

① 親が望む子どもの具体的な言動がどれかを特定する。 

    ただし、その言動は子どもを幸せに導いてくれるものでなくてはなりません。 

親にとって便利であるとか、親の思い通りに子どもを動かすための強化はうまく 

いきません。それは、ほめて子どもを支配する行為です。ここでやりたいのは、 

子どもにとってよい言動を具体的に子どもに教えることです。 

② 子どもがその言動をするのをひたすら待つ。 

    観察しながら待っていると、その瞬間はやってきます。その瞬間を見逃さない 

   ために、①の特定を確実にしましょう。 

③ その場面でプラスのメッセージを視線を合わせて伝える。 

    子どもの言動の何がうれしいのかを具体的に伝えます。親が心からそう思って 

いると伝えることが大切です。 

 このとき照れが邪魔して、うまく伝えられないと思うかもしれません。子どもが大きくな

るともっと難しくなります。照れずに思った通りの喜びや感謝を「私メッセージ」で伝えま

す。「ありがとう。うれしいよ」と、私がどう感じているかを伝えるのが「私メッセージ」で

す！子どもの心に喜びの種をまくつもりで、やさしく伝えましょう！ 


